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きっかけ

感想

開催日
受講

人数
令和7年8月29日 対面 43名

■講座内容

■テキスト

これから

障害のある職員への合理的配慮の基準がよく分かりませんでした
が、健常者からそう要求された場合に職場として妥当かどうかを基
準とする点が一番理解できました（在宅医療・介護連携支援セ
ンター 職員）。障害がない人にも得意不得意があるように、障害
がある職員にもその人の強みと弱み合わせた対応をしていこうと思
います（透析室 職員）。

①障害者雇用の現状と考え方
②障害種別の特性、配慮ポイント
③障害者雇用の社内理解の進め方
④適切なコミュニケーションの取り方
⑤職場定着に向けたサポート体制

障害者の定着を推進するために、職員の障害者理解をより深め

る機会にしたいと思い、職員が障害者雇用の背景を理解し障害

者支援の基本的な知識を持つことで、雇用環境の整備につなげ

ることを目的に受講を申し込みました。

事業概要  ： 病院(指定二次救急医療機関)

従業員数  ： 725名（2024年3月末現在）

講座実施部署  ： 人事部

部署障害者雇用数 ： 11名（身体障害者3名・知的障害者4名・

精神障害者3名・知的および精神障害者1名）

積極的に感謝の気持ちや気にかけている気持ちを、こちらから障
害がある職員に伝えていきます(病棟 職員)。障害の特性や性
格により、どのような仕事が適正なのか、しっかり話し合います。ま
た話しかけやすい環境を作っていきます（薬剤科 職員)。
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